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① 主体的な学びの実現

②地域社会で豊かに生きる学びの実践

③安心・安全な学校体制の構築

④分担と協働による学校運営

②地域社会で
豊かに生きる
学びの実践
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①行事を通して人との
つながりを感じたり、
もてる力を発揮したり
できるような環境づく
り

・職員アンケートでは皆生
スポレク祭と皆生・ブライ
ト・フェスティバルで、人
とのつながりが感じられた
と、高い肯定的評価があっ
た。行事において、目指す
子どもの姿「つながろう、
つたえよう、やってみよ
う」により近づくために、
環境づくりを意図的に仕組
む必要がある。

・幼児児童生徒が、
行事を通して人との
つながりを感じたり
自分の持てる力を発
揮したりできるよう
に環境を整える。

・皆生スポレク祭、皆生・ブライ
ト・フェスティバルでは、いろい
ろな人と触れ合う場面を意図的に
設定し、学級や学部の枠に囚われ
ることなく、お互いに伝え合い、
かかわり合う場を仕組む。
・各行事の目標やねらいを明確に
して、見通しをもって計画できる
よう配慮したり教職員に呼びかけ
たりする。
・わくわく体験、芸術鑑賞教室で
は、五感に働きかける活動を設定
する。

・子どもの主体的な
学びを実現するため
の教育課程を編成し
ている。

・課内で、どのような視点で教育
課程の改善を図るのか、各学部に
どのように伝え、何を検討するの
か、教育課程検討委員会で何を協
議するのか等を共有する。
・教育課程検討委員会では協議事
項を明確にし、助言を受けて決定
事項と各学部で協議することを整
理する。
・「個別の指導計画作成につい
て」「評価について」等の研修を
行うとき、これらが教育課程の編
成につながることも伝え、意識を
持てるようにする。

①主体的な学
びの実現

④教務関係業務のス
ムーズな推進

・教務課内で大切にしてき
た「早めに周知をする」
「事前にどんな準備をし
て、会では何について話し
合うのかを視覚的に提示す
る」を、今年度も大切に
し、より分かりやすい発信
をしていきたい。

・教職員が見通しを
持って業務を進めて
いる。

・課内で、いつ何を全体周知する
のか共有する。
・担任が、見通しを持って担任業
務を行えるように、早めに且つ視
覚的に、することを提示する。
・全体周知するときに、すること
をワンペーパーにまとめる・色分
けをする・マークをつける等の工
夫をする。
・長期休業中は会の設定を工夫
し、見通しを持って新学期の準備
を進めたり、休暇を取りやすくし
たりする。

①主体的な学びを実現
するための教育課程の
編成

・重複障がい学級の２つの
類型を１つに統合し、医療
的ケアの内容を教育的に捉
え、自立活動の時間が充実
するように教育課程の編成
をした。これらの評価・改
善をするだけでなく、今後
も子どもの主体的な学びが
実現するように、改善すべ
きところは改善していく必
要がある。

②社会とつながる学び
の充実

・昨年は新たに高等学校と
の交流及び共同学習を実施
し、生徒全員が他校と交流
する機会をもった。目的の
明確化や計画的な実施が必
要という教職員の声が多く
挙がった。

・他者や社会とつな
がる学習において、
目的を意識して計画
したり学習したりし
ている。

・見通しをもって取り組めるよう
に、早めの計画や職員への周知、
計画的な事前事後学習を実施す
る。
・教職員間や生徒との対話を通し
て、交流学習の目的や内容、方法
について、検討・共有する。

①主体的な学びを引き
出す授業づくり

・自分の思いを自ら表現す
ることに学習の中で取り組
んでいるが、受け身になる
場面も多くある。様々な場
面で「自分から」「やって
みよう」という気持ちを高
め、社会参加につなげた
い。

・生徒が主体的に学
ぶ姿をグループ等で
共有し、それを引き
出すことを意識した
授業づくりをしてい
る。

・個々の生徒が主体的に学ぶ姿に
ついて、学習グループで話し合う
機会を設定する。
・主体的な学びに向けた効果的な
ＩＣＴ機器の活用について学部研
修を実施したり、目的や効果を共
有する時間を設けたりする。

・生徒のつぶやきを
大切にし、疑問や気
付き、興味関心を学
習の中で活かした授
業づくりをしてい
る。

・受け身でなく、生徒自らが取り
組みたくなるような学習を目指
し、自己選択・自己決定の機会や
興味関心のあること,生徒自身が
抱いた疑問や気付きを学習に取り
入れる。
・チームとして生徒の教育にあた
れるように、学習グループの会の
時間を確保し、情報の共有や検討
できる時間を確保する。
・生徒に対し、学習アンケートを
年２回（前期・後期）実施し、授
業づくりにフィードバックする。

②自分なりのコミュニ
ケーション手段で他者
と関わり、他者に受け
入れられたり、他者を
受け入れたりして関わ
ることの良さを感じら
れる活動の充実

・近隣の中学校との交流が
再開したり、地域の方と交
流したりする機会はあった
が将来へ向けて広げたり深
めたりしていく必要があ
る。

・自分なりのコミュ
ニケーション手段を
もち、他者と関わり
合うことの良さを感
じられる活動を行っ
ている。

・学部内の他のグループや、他学
部と生徒同士が関わる機会を設け
る。
・生徒の既存のコミュニケーショ
ン手段を把握、共通理解するとと
もに、コミュニケーション手段の
多様性を広げる。
・生徒に対し、学習アンケートを
年２回（前期・後期）実施し、授
業づくりにフィードバックする。

①生徒の興味関心を学
びの入口とし、自ら進
んで取り組もうと思え
る授業づくり

・昨年度、生徒の情報共有
や学習計画の検討に使える
ように、学部会の時間を調
整したり、定期的に学習グ
ループの会をもてる時間を
確保したりすることがで
き、有効であった。
・生徒が「わかった」「ま
たやってみたい」と感じら
れるような授業づくりに取
り組んだ。この取り組みを
振り返り、今年度の授業づ
くりで取り組みたいことに
ついて検討し、学部内で共
有を行った。

②身近な人と共に活動
できる力の育成

・昨年度の学部研修で実際
に行っている授業をキャリ
ア教育系統表で振り返り、
幼児児童の未来について考
えることができた。

・幼児児童の未来に
必要な力をグループ
間で共有し、授業が
展開されている。

・教師間の情報共有、学部研修を
実施する。
・身近な大人や友だちとの関わり
を広げ、個々に応じたコミュニ
ケーション力を育てるため、体験
的な学習を設定する。

①主体的な学びの実現
に向けた、授業力の向
上

評　価　結　果　　　（　　　）月

評価の具体項目 現状 目標（年度末の目指す姿） 目標達成のための方策 経過・達成状況

令　和　７　年　度　　自　己　評　価　表　
鳥取県立皆生養護学校

中長期目標
　自己の生き方を探求していく人の育成
　～すべての人が自分らしく輝いて生きる
　　社会づくりを目指して～

今年度の
重点目標

評価 改善方策

・昨年度、自立活動の指導
において学習グループで流
れ図を作成し、指導内容決
定までのプロセスについて
共有を図ることができた
が、授業改善までには至ら
なかった。

・自立活動の指導の
において、個々の実
態把握、ねらいを明
確にした具体的な指
導の実践や評価を行
い、指導の工夫や改
善を図る。

・外部専門家等の指導助言及び活
用シートを活用し、学習グループ
間で情報を共有する。
・自立活動部等と協働しながら、
自立活動に係る研修を開催する。
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・研修や様々な人権
課題に触れること
が、子どもの興味・
関心を引き出す授業
作りに役立ってい
る。

・ここ数年取り扱っていない、主
体的な授業づくりに向けたテーマ
で職員研修を実施し、視野を広げ
る。
・コンプライアンス研修等と連携
して、発信・啓発していく。

・職員アンケートでは、
「職員の人権意識を向上さ
せる必要がある」という意
見が複数あった。近年の社
会情勢の変化を踏まえ、
様々な人権課題に触れ、職
員の授業力を向上させる必
要がある。

③関係者間でのスムー
ズな連携

・医療的ケアやその他疾患
による配慮、安全上の配慮
が必要な幼児児童生徒が多
く在籍しており、対応も個
別性が高く、安心安全のた
めに確実に行う必要があ
る。そのために連携や相談
が日常的に必要である。

・医療的ケア等の配
慮が必要な幼児児童
生徒の対応が関係者
と円滑にできてい
る。

・日常的に保護者や教職員、必要
に応じて学校医や医療機関と幼児
児童生徒の様子や医療的ケアにつ
いて情報共有する。（口頭、基本
台帳、紙ベースにて）
・個別の緊急対応マニュアルや
チェック表等の作成を関係者と行
い、随時点検や修正をしながら共
有し、より安心安全をめざす。
・学校保健委員会を参観日に設定
し、保護者参加を広げて本校の学
校保健について啓発を行う。
・学校医や専門家による職員研修
を行い、理解を深める。

②家庭や地域と連携し
た継続的な支援

②社会参加に向けた、
育てたい資質・能力の
育成

・職員アンケートでは、
「人権教育年間指導計画を
担任が作成し、級外が目に
したり共通理解したりする
ことがない」、「「育てた
い資質能力を年間を通して
意識するために、確認する
機会を定期的にもっては」
という意見があった。

・一人一人の幼児児
童生徒の育てたい資
質・能力を教職員で
共通理解して、一年
間取り組むことがで
きる。

・人権教育全体計画を教職員に周
知し、学校教育全体で人権教育に
対する意識を高め、教育実践につ
なげる。
・個を語る会、個別の指導計画検
討会等の機会に、人権教育年間指
導計画の確認や意見交換の場を設
け、目標設定から評価まで関わっ
ている教員で共通理解する。

①人権教育を通じて育
てたい資質・能力を育
むための職員の教育力
の向上

・昨年度、個別の教育支援
計画の活用について呼びか
けたが、まだ有効な活用が
できていないという意見も
上がっており、活用につい
てはまだ課題がある。

・教職員が、個を語
る会や懇談で個別の
教育支援計画の検討
や修正を行い、サー
ビス担当者会や支援
会議等で目標や支援
内容を確認したりし
ている。

・個別の教育支援計画の定期的な
検討や修正の時期に呼びかけを行
い、活用の場面（指導計画・授業
計画の検討時、サービス担当者
会、現場実習打合せ、学びの場の
検討時等）で目標や支援内容を確
認したり反映させたりするよう適
宜伝える。

②地域社会において本
校の子ども達のことを
知ってもらうための交
流及び共同学習の実践

・学校間交流や出身地域校
交流など交流する機会が増
えてきている。地域での交
流も少しずつだが増えてき
ている。さらに地域の方々
に本校の子ども達のことを
知ってもらい理解につなげ
るために、地域での交流を
推進していく必要がある。

②地域社会で豊かに生
きるための進路指導の
充実とキャリア教育の
推進

・キャリア教育や進路指導
についての理解が進む一方
で、教職員の中で経験の有
る、無しで二極化が現れ始
めている。
・現在の取り組みが将来の
どのような姿につながるか
のイメージが具体的でな
い。

・教職員が将来の豊
かな生活について考
える機会に参加して
いる。
・研修会や学習会な
どで教職員が意見を
交換している。

・卒業後の生活のイメージが深ま
るように、卒業生や関係機関の事
例を学ぶ機会を設定する。
・研修会や学習会など、教職員が
学び会う機会に意見交換の場面を
設定する。

①自立活動の「流れ
図」を活用した授業づ
くりと授業改善

・昨年度、自立活動の「流
れ図」をグループで作成す
ることを通して、作成手順
については周知できた。し
かし、それらを活用した授
業づくりや授業改善につい
ては、実践を重ねながら研
修を深める必要がある。

・流れ図を活用し
て、根拠に基づいた
実践ができている。
・ＰＤＣＡサイクル
を循環させた授業改
善ができている。

・流れ図の考え方や作り方につい
ての基礎研修の実施
・幼児、児童、生徒の実態等を共
有しやすいグループ編成の工夫
・各グループのファシリテーター
との情報共有と、協議が円滑かつ
深まる工夫
・各グループ１回以上の公開授業
の実施
・外部アドバイザーの有効活用。

・自立活動部から発
信する情報が、実践
で抱える課題の解決
に役立っている。

・研修の日程や内容、開催方法の
工夫
・教材の整理
・研修動画や教材の情報等提示の
工夫

①自立活動における専
門性の向上

・教職員の多岐にわたる要
望に応じるため、分掌内で
専門性を維持していくこと
が必要である。

・自立活動の専門性
向上のために、各部
員が年３回以上情報
発信する。

・外部専門家の有効活用
・部会の時間を利用してケース検
討会等を実施
・自立活動夏季研修会の実施

①情報提供の工夫 ・自立活動をはじめ、学習
支援に関しての教職員の要
望が多岐にわたる。「身体
へのアプローチ」は、依然
として要望が多い。

①ＩＣＴ機器の有効活
用の推進

・教育活動や校務において
ＩＣＴを活用できるよう
に、機器の整理整頓、整
備、フォルダ階層構造の再
構築とデータベースの改善
を進めてきた。
・ＩＣＴ活用に関して、掲
示板、研修、書籍の紹介な
どでの情報発信や提案を
行ってきたが、自立活動部
やインクルーシブ教育推進
部と連携することで、子ど
もたちの主体性を引き出
し、可能性を拡げるための
ＩＣＴ機器の活用が期待で
きると考える。

・ＩＣＴ機器を活用
することで期待され
る効果についての発
信やＩＣＴ機器の整
理整頓・整備がされ
ており、教育活動で
ＩＣＴ機器を活用す
ることが増えてい
る。

・ＩＣＴ支援員との連携を高め、
教育活動に関わる情報共有を図
る。
・教育活動におけるＩＣＴ活用で
期待される効果について、定期的
に情報収集と発信をする。
・自立活動部やインクルーシブ教
育推進部と連携を図り、ＩＣＴ機
器を効果的に活用できる機会を設
定する。
・ＩＣＴ機器の利活用について、
定期的に活用状況や課題を確認す
ることで、今後のＩＣＴ機器の利
活用に活かす。

・地域の方々に皆生
養護学校の子ども達
のことを知ってもら
う機会や交流を増や
すための工夫を考え
たり、取り組んだり
することができる

・共生社会を意識した交流活動を
推進できるよう、交流の意義を教
職員に研修等を行い意識を高め
る。
・地域での交流を推進するため
に、『皆生交流人材バンク(仮)』
を作成したり、子ども達の実態に
合わせて学習に地域の方をゲスト
ティーチャーとして招くなどの活
用方法を考えたりを各学部で行い
共有を行う。

①社会参加につながる
ＩＣＴ機器の活用の推
進

・ｅスポーツ、視線入力等
のＩＣＴ機器の自主研修を
行ったり、皆生スポーツ広
場主催のｅスポーツ交流会
を行ったりしていく中で、
ＷＥＣルームを利用する子
ども達が増えたり、ＩＣＴ
機器を活用し授業に取り組
んだりする教職員が少しず
つ増えてきている。

・子ども達の社会参
加につながる視点
で、ＩＣＴ機器の活
用（例えば、視線入
力を使い他校と交流
をしたり、自己選択
する学習にＩＣＴ機
器を活用したり等）
を行うことができ
る。

・子ども達の社会参加につながる
ＩＣＴ機器の活用の推進につい
て、自立活動部や情報機器管理部
などと協力体制を作る。
・社会参加につながる視点でＩＣ
Ｔ機器を活用し授業を行っている
事例紹介を行う。



様式３

評価基準　A：十分達成　B：概ね達成　C：変化の兆し　D：まだ不十分　E：目標・方策の見直し

〔100％〕 〔80%程度〕 〔60%程度〕 〔40%程度〕 〔30%以下〕

④分担と協働
による学校運
営

◯その他

②地域社会で
豊かに生きる
学びの実践

③安心・安全
な学校体制の
構築保

健
安
全
部

安
全
教
育
課

総
務
部

総
務
課

事
務
部

保
健
安
全
部

給
食
指
導
課

③発災時や事後対応の
整理

教育資源及び環境の適
切な整備

・特色ある教育活動の支
援、施設・設備の老朽化に
よる修繕の必要性または安
心安全な教育環境の整備の
ため、中長期な計画が必要
である。

・主体的な学びの実
現のために必要な教
育資源（人・もの・
金）を効果的に調
整・調達する。
・安心・安全な教育
環境となるよう施
設・設備・教具の整
備及び維持・管理を
行う。

・予算状況について複数で執行管
理し、教職員へ定期的に情報提供
を行い、早期に事業効果が発揮さ
れるよう計画的に執行する。
・施設修繕については、教育委員
会で策定された長寿命化計画に併
せて、学校内で課題を整理し、優
先順位をつけて予算要求する。

④分担と協働による学
校運営・働き方改革

・声を掛け合って年度始の
業務をしており協力的な雰
囲気である。
・時期や業務によって時間
外が多くなる教員がいる。

・自己や周囲の働き
方を意識して、８
０％以上の教職員が
具体的な改善に取り
組んでいる。

・衛生委員会を活用した働き方の
分析と取り組みの発信
・働き方を考える話合いの実施
・勤務実績入力をとおした自己の
働き方の確認と改善

・発災時、発災後の対応が
ケースによりさまざまで、
確認に手間取り、すぐに行
動に移しにくいことがあ
る。

・発災時、発災後の
対応が、わかりやす
く、行動に移しやす
いものになってい
る。

・発災時等の諸対応を整理し、常
時可視化できるようにする。
・訓練等を通して、対応の見直し
と改善をはかる。
・危機管理マニュアルの改訂を行
う。
・外部専門家から助言をいただ
き、改善をはかる。

②インクルーシブフー
ド啓発への取組

・食育だよりの発行や学校
給食週間での取り組みによ
り、食育への関心が高まっ
てきている。
・校外学習等で食形態につ
いて外部の方に説明し協力
を依頼するが、説明に時間
がかかる。

・教職員がインク
ルーシブフードにつ
いて知り、良さや啓
発の意義を理解す
る。

・職員から聞き取りやアンケート
を行い、外部に食事を依頼する時
に課題となっていることを整理
し、周知する。
・アンケートを受け、外部に説明
する際に活用できる映像資料の作
成を行う。
・職員で視聴した後に、再度アン
ケートを実施する。


